
豊かな地域療育を考える連絡会 報告とお知らせ

第２０５回定例会を１０月１９日（木）に実施しました。 ４０名の参加でした。

１．ミニ学習会（拡大版）

「発達障害の理解と対応」 講師：武居 光 氏

神奈川県社会福祉協議会、川崎西部地域療育センター、横浜にある十愛療育会たっちほどがや施設長などを

経て現在は川崎市地域相談支援センターさらん所長 相談員。立ち上げから係わる。これまでで最も理想の

レイアウトのセンターだと思っている。その最も理想的なレイアウトとはなんぞや、というのをこれからお

話ししたい。

１．知的障害の定義３条件

① ＩＱ７０以下か？

正規分布（ガウス分布）曲線の７０～１３０の間

に95.4％の人が真ん中に。その両端以上の方、以下

の方がそれぞれ2.3％いる。

② １８歳以前からの状態か？

③ 社会生活において長期的に不適応がみられる

か？

① ② ③の３条件がそろわなければ、知的障害では

ない。

２．発達障害の位置 （図は右上）

○ 認識の発達は弱いが、人間関係の発達がよいタ

イプ→例 ダウン症

○ 認識の発達はよいが、人間関係の発達が弱いタ

イプ→例 自閉症スペクトラム、発達障害

３．関係（社会性）の発達とは？

知能の発達はテストをしたりして判断できるが関

係の発達は難しい。

田中真介「発達がわかれば子どもがみえる」（ぎ

ょうせい）これは障害の本ではないが、おすすめの

本です。

４．社会性発達の遅れの原因

① 感覚の発達（触覚、聴覚、臭覚）

② 注意の発達（注意の集中、選択）

③ 言語理解の発達（意味理解、あいまいさ、

文字通り）

④ 愛着の発達（甘え、なつき、共感）

５．自閉症のある子どもへの対応ポイント

６．知的障害のある子どもへの対応ポイント

７．自閉症スペクトラム（アスペルガー、広汎

性発達障害）のある子どもへの対応ポイント

８．ADHDのある子どもへの対応ポイント

９．軽度は８５％、境界知能は１３％

１０．最重度（A1）の人の能力

以下略

２．事務局より

※ 上記の学習会の動画は連絡会のＨＰから視聴できます。（１１月いっぱい）

３．情報交換

紙面の都合で省略します。

第２０６回 定例会 １１月１６日（木） ９：３０～１１：４５ ZOOMで実施

◇全体会 ◇分野別部会

参加申込および問い合わせは、事務局０４４－４５５－７４６８ 七川まで

わになろう会 会報４５７号 Ｐ３


